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■熟成したシェア社会における力を持ち寄る協働 
 

 8月26日、2020年度会員交流会「SDGs時代のパー

トナーシップを語る会」を開催した。 

 パートナーシッ

プや連携をうまく

進め、地域課題を

解決した成功事例

を通し、力を持ち

寄る協働をどう進

めたらよいのかを

学んだ。その内容

を詳しく紹介す

る。 

 

＜登壇者＞ 

川北秀人さん 

IIHOE（人と地域と地球のための国際研究所）代表者 

栗林知絵子さん 

（N）豊島子どもWAKUWAKUネットワーク理事長 

近江正隆さん 

（株）ノースプロダクション代表取締役 

村野淳子さん 

別府市役所共創戦略室危機管理課防災推進専門員 

 

市野：（N)地域福祉サポートちたの市野と申しま

す。例年では、通常総会と同日に開催するところ、

コロナ禍により、本日の開催とな

りました。 

 本日は、IIHOEの川北様はじ

め、東京から栗林様、北海道から

近江様、大分から村野様にオンラ

インでご参集いただき、開催する

ことができましたことを、心から

御礼申し上げます。 

 本日の講師の皆様は、今年1月

に発売されました、『SDGs時代の

パートナーシップ』の著者の皆様です。 

 知多地域の協働は、盤石になりつつある一方で、

社会情勢の変化や担当する人が変わるごとに、前進

と後退を繰り返しているようにも思います。そん

な、あと少しの協働を進めるためのヒントを、今日

の学びから気づきに変え、知多地域に活かしていき

たいと思います。改めて、本日はどうぞよろしくお

願いいたします。 

 

川北：ご紹介いただきました川北と申します。よろ

しくお願いいたします。 

 SDGsの17番目に、パートナーシップが挙げられて

います。一般的にパートナーシップは解決策として

挙げられていると思われていますが、そもそもパー

トナーシップや連携がうまくいっていれば、課題そ

のものが発生しなくて済んでいたかもしれません。 

 そういう観点から、今回は、パートナーシップを

すでにうまく進めていらっしゃる地域や方々に、成

熟したシェア社会において力を持ち寄る協働を、ど

う進めているかということをご紹介いただきます。 

 （N)地域福祉サポートちたの30年の歴史も、持ち

寄りの典型例ですので、そのお話も、市野さんや岡

本さんにご紹介いただきたいと思います。 

 私は、この本で次のように書きました。「相乗効

果の高いパートナーシップや協働は、参画する多様

な主体が、状況や目的とともに、成果に対して真摯

に謙虚に向き合いながら、互いの持つ力や資源と、

実践のプロセスや課題を共有することで実現する。

つまり、パートナーシップや協働の最大の強みであ

り、他方でむずかしさでもあるのは、その多元性

と、互いを理解・尊重し、力を活かしあえる『持ち

寄り』の成否にある（「はじめに」より）」。 

 本日は、同書にご執筆いただいたすばらしい事例

の中から、（N）豊島子ども WAKUWAKUネットワー

ク、うらほろスタイル、それから、誰一人取り残さ

ないインクルーシブ防災をやっていらっしゃる別府

市、この3つをご紹介いただきます。 

会員交流会「SDGs時代のパートナーシップを語る会」 
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■子どものつぶやきをキャッチし、おせっかいに 
 
 

栗林：（N）豊島子どもWAKUWAKUネットワークの栗

林と申します。私からは、子どもを真ん中に、どの

ように地域を巻き込んで、子どもたちの暮らしを変

えていくかという、お話をさせていただきます。 

 私は、2003年からワークショップに関わり、2004

年から行政が始めたプレーパークという子どもの遊

び場づくりに参画しました。そこの公園で、いつも

ご飯を食べていない子どもや、十分な環境で暮らし

ていない子どもたちと関わる中で、どんどんおせっ

かいがエスカレートしていきました。 

 ここに来ていた、中3の男の子が「俺高校に行け

ないかもしれない」と、私に言ってきたことから、

一人の少年の学習支援を家で始めました。その中

で、彼は母子家庭で、お金の心配をしない日は1日

もない、お母さんはダブルワークで、小学校からい

つも一人でコンビニのご飯を、好きな時間に好きな

もの買って食べるという暮らしをしていることを知

りました。そして、この地域にそういう子どもが一

人でもいるんだとしたら、「みんなでつながって、

子どもたちも地域の子どもとして、大切にできるよ

うなネットワークをつくろう」と呼びかけてできた

のが、この（N）豊島子供WAKUWAKUネットワークで

す。 

 この団体ができた時には、まだまだどんなことを

するという青写真は全くありませんでしたが、最初

に私が関わった少年が、一人でご飯を食べていると

いうことを知ったので、子ども食堂という取り組み

を始めました。 

 その後、学校の先生も親も忙しい中、子どもが勉

強についていけなくなってしまうんだとしたら、地

域でそこを支えようということで、地域の人たちと

地域の集会室を借りて、無料学習支援を始めまし

た。 

 子ども食堂が始まったきっかけにはもう一つ理由

があります。最初に始めた、要町あさやけ子ども食

堂は、天然酵母のパン屋さんをやっていた奥さんが

亡くなったあと、家主の山田さんが一人ぼっちに

なって、「一人になったら、誰からも電話がかから

なくなり、一人だとテレビを見る気も、何をする気

も起きなくなった」、こんな話を聞きました。その

山田さんが、「うちを使ってみんなでご飯を食べ

る、そんな子ども食堂というのをやりたい」とおっ

しゃってくださいました。山田さんがやりたいの

だったら、ぜひみんなでやろう、ということで生ま

れたのです。 

 こうやって、地域の困りごと、一人の困りごとか

ら、そこにいろいろな人たちがくっついて、いろい

ろな支援が生まれてくる中で、子ども食堂には、親

子連れの方も来るようになりました。 

 その中で、「子どもを支援することも大事だけれ

ど、親も大切にする、親も安心してご飯を食べ、無

条件で大切にされることによって、子どもたちの社

会資源が多くなって、子どもたちの人生を変えるこ

とができる」、そんな思いから、地域の子育て経験

のあるボランティアさんが、無料で訪問して傾聴す

る、一緒にお料理を作ったり、お散歩をしたりす

る、ホームスタートという子育て支援を、昔から子

育て支援に関心がある、地域の方たちと一緒に作り

ました。 

 2017年には、子どもたちが安心して泊れて、夕

方、夜までご飯を食べていられるような場所とし

て、WAKUWAKUホームを始めます。 

 うちの事務局長はスクールソーシャルワーカーで

すが、仕事としてできることは限られています。だ

けれども、彼女が地域のおせっかいさんとして、時

間に関係なく関わることによって、本当に、ある意

味その地域で、制度の中で、「親子が離れるのでは

なく、一時保護されたりするのではなく、子どもた

ちをその町で育てることができるのじゃないか。ぜ

ひホームをやりたい」と、彼女が言ったんです。 

 そうして居場所が様々できる中で、いろいろな人

と人がつながります。そうすると次のニーズが見

え、知り合いになると、ほっとけなくなる。こう

やって活動が広がっていきますが、居場所ができる

だけでは解決できないことがあります。そういうと

ころに関しても、食料の支援とか、学費の支援と

か、今、豊島区では空き家がある一方で、家賃がと

ても高く、生活が苦しい人たちがたくさんいます。

そういうところを支援していこうと、活動が拡大し

ていきました。 

 これは、プレーパークの様子です。豊島区は緑も

本当に少ないんですけれども、でも、たった少ない

空き地の中で、子ども

たちは自由にこうやっ

て遊んでいます。 

 これは、集会室を借

りて始めた学習支援の

様子です。小学生から

高校生まで、この地域

は外国籍の子どもたち

もとても多く、そうい

ＳＵＰＰＯＲＴ ＮＥＷＳ 

2004年からスタートした、プレーパーク 

集会所での学習支援 
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う子どもたちもいる中で、ここから外国ルーツの子

供達の居場所とか、様々な活動がここからから生ま

れています。 

 これは、要町の山田

さんのご自宅で始まっ

た子ども食堂です。お

寺を借りたり、使われ

なくなった碁会所など

を借りて、私たちが

やっているんですけ

ども、こうやって狭

い場所でやっている

ことを、地域の人たちが見かねて、今では、高齢者

の施設のコミュニティスペースを貸してくださり、

子ども食堂が拡大成長しています。ここには、高齢

者の方もやってきます。 

 これは、外国ルー

ツの方たちの子ども

食堂です。私たちが

文 化 を 学 ぶ こ と に

よって、対話をする

ことによって、彼ら

の暮らし、私たちの

暮らしを豊かにして

います。 

 ここはですね、とて

も狭い子ども食堂で

す。おばあちゃんがお

住いのお宅で、60代の

お嬢さんの退職金でリ

フォームして、私たち

にこの場所を提供して

くれています。ここ

は、おばあちゃんを中

心にみんなでご飯を食べるような場所でした。 

 これは、おばあちゃ

ん90歳の誕生日です。

この場所をおばあちゃ

んが貸してくださるか

らこそ、子ども食堂が

できているということ

で、みんなでお祝いし

ました。91歳のおばあ

ちゃん、このとき入院されていて、認知症も進んで

います。 

 実は、このおばあちゃんの入院を支えたのは、子

ども食堂、つまり地域の一番弱い立場の、子どもで

つながった価値観を共有する人たちでした。おばあ

ちゃんはそのあと、「家に帰りたい」、「もう家で

過ごしたい」と言うので、この方たちが在宅医療を

選択しました。おばあちゃんが自宅で天国に旅立っ

たときも、ここに子どもたちがたくさんやってき

て、おばあちゃんとお別れをして、子どもたちが涙

を流していました。 

 地域の中で経済的に困窮している子ども、お母さ

んが一人で頑張って育てている子ども、こういう子

どもたちのことを真ん中に、子ども食堂ができる。

こうして、全ての人たちの豊かなまちづくりに、持

続可能なまちに、つながっていくのだなと私も実感

しました。 

 子ども食堂とか、弱い人たちを中心にしたまちづ

くりというところを説明しましたけれども、その中

で、「食材がない」、「給食がない時に困ってい

る」と言うのを聞けば、私たち地域で何とか食品ロ

スの食材を集めてお渡ししたり、入学時に「学費が

ない」、「制服を買うお金がない」というのを聞け

ば、今では私たちがお金を集めて、給付金、お祝い

金、制服の足しにするお金をお渡ししたり、今年度

からは、住まいのサポートということも始めていま

す。 

 こうやって、今では私たちだけではなく、この地

域に学習支援が18カ所あります。子ども食堂も約20

カ所あります。そこがまたネットワークを作り、い

ろいろな人たちのこのパートナーシップを組む中

で、子どもを中心としたセーフティネットを自分た

ちで作っていこう。こんな活動しております。ひと

まず、ここで終わらせていただきます。 

 

川北：栗林さんのWAKUWAKUのお取り組みは、一人の

子どものための取り組みがきっかけとなり、結果的

にパン屋さんの大家さんの「みんなで一緒にご飯食

べれるといいよね」というお気持ちにつながり、そ

れが、子ども食堂をはじめとするさまざまな仕組み

づくりにつながっていった。 

 続いて、村野さんの取り組みは、「誰一人取り残

さない防災」です。障がい者や高齢者などを、災害

の時に支える仕組みを、どうやって地域の中で整え

ていくのか。併せて考えていただきたいのは、官民

協働の中で、その“民”の中に、当事者がどう位置

付けられるかが重要だということ。村野さん、よろ

しくお願いします。 

 

■多くの関係者に関わってもらうこと 
 

村野：別府市防災危機管理課の村野と申します。よ

ろしくお願いいたします。私は、4年前まで大分県

の社会福祉協議会で仕事をしていました。災害に取

り組むのは、その時の被災地での支援活動が影響し

ております。 

 最初に、被災地の現場に行ったのは、2003年の宮

城県北部連続地震です。社会福祉協議会にいます

と、日常では、障がい当事者の方とお会いすること

が多いのですが、被災地ではそういう方々の姿が見

山田さん家の子ども食堂 

外国ルーツの子ども食堂 

おばあちゃんの誕生日 

おばあちゃん家の子ども食堂 
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えないということをすごく不思議に思いました。

じゃあ、具体的にその人たちが、災害時にどういう

ふうな生活を送ってるんだろうかということを調べ

る中で、非常に厳しい状況に置かれてるということ

がわかりました。 

 被災地に行って支援することももちろん大切です

が、大切なのは「そこで学んだことを地元できちん

とつないでいって、次に同じような被害を被らない

ように、地元に伝えていくか」ということだと思い

ます。県内で在宅生活している障がい者の方が一番

多かったのが、別府市だったので、障がい者を中心

に活動を行っている市民団体に働きかけをして、障

がい当事者の方々と一緒に、2007年から具体的に障

がい者の防災を考えるというところから始まってい

ます。 

 その時、一緒に協働でパートナーを組んだのが、

福祉フォーラムin別杵速見実行委員会です（以下、

福祉フォーラム）。写真に、視覚障がいの盲導犬

ユーザーの会長が写って

いますが、福祉フォーラ

ムは障がい当事者の方々

を中心とした市民の集ま

りで、2002年から地域で

共に生きることをテーマ

で活動している団体で

す。ここには障がい当事

者だけではなく、ご家族

の方、福祉職の方、それ

から大学の先生や弁護士

の先生や行政関係者、こ

の活動の取り組みに共感

する方々が一緒に入っており、別府市はその方々と

一緒にこの取り組みを始めています。 

 この取り組みを始める前に、その福祉フォーラム

と共に、別府市に対して障がい者の差別禁止条例に

あたる「別府市障がいのある人もない人も安心して

安全に暮らせる条例」を作りました。この条例の第

12条に、「防災に関する合理的配慮」ということを

謳っています。別府市が、今、力を入れているの

は、この条例を根拠に、平常時に、障がいのある方

やご家族の方々が助かるような方策を、どう作って

おくのかということです。この中での私のこだわり

は、「いろいろな方々に、一緒に関わっていただき

たい」という思いです。 

 アドバイザーとして、同志社大学の立木先生、川

北さん、講師としては被災地での活動経験豊かな石

井さん、このようないろいろな方々に関わってもら

うとともに、別府市の行政の中では、市全体で地域

の命を守る仕組みを作るために、関係する課には

入っていただきたいとの思いで、12課に声をかけま

した。最初はよそを向いている人もいましたけど、

少しずつ理解してもらい、関係を構築してきまし

た。 

 最終目標イメージとして、2016年の2月に提案し

ていたのは、福祉部局で進めている、地域包括ケア

システムを利用し、高齢者だけではなくて、地域の

中で障がい者や外国人や子どもも全ての方のニーズ

を拾い上げて、「具体的に対応ができるような、そ

んな仕組みを作りたい」というものです。そのやり

方としては、日常からサービス等利用計画等を作っ

てらっしゃる相談支援専門員さん（高齢者はケアマ

ネージャー）の方々に関わっていただき、一緒に個

別計画を作っていきます。当事者それぞれの方々の

状況に合わせた内容に基づき、その地域の方々に具

体的に話をして、そして地域の方々とともに、どの

ようにこの方を移動支援したらいいのかということ

の話し合いを行います。 

 知的障がいの方の対応を話し合った時は、相談支

援専門員さんが作ったものを基に、長距離を歩いた

ことがないので、どうしたらいいかという相談を持

ちかけたところ、「お母さんと一緒にリヤカーに

乗ったらいいのではないか」という提案を、地域の

方からいただきました。そして、それを訓練で具体

的に検証していきます。その他にも、留学生や視覚

障がいや精神障がいなど、いろいろな方々がいて、

個別に計画を作って、地域の方が支えるということ

を進めています。その話し合いの中で出てきた情報

を基に、その方に対して必要な備品の開発をしてく

ださったり、最終経路をどうするのかというような

ことを、地域の方々が何度も集まり、話し合ってい

ただいています。 

 別府市では避難行動だけではなく、避難所の運営

も大切にしています。その場合も相談支援専門員さ

んが、地域との話し合いの中で支援内容を議論し、

サポートしてくださいます。この写真を見ていただ

いたらわかるよう

に、避難所生活に

ついての地域住民

と の 調 整 会 議 に

は、当事者やご家

族が来てくれまし

た。避難所訓練で

の調整会議では、

自分たちのことを

開示することに抵抗があったため、相談支援専門員

が参加しましたが、避難訓練を行った時に地域の

方々が「自分たちのためにどう支援したらいいの

か」を、真剣に相談している姿を見ているので、お

母さんの方から避難所運営の調整会議では、「私た

ちが参加します」と申し出てくださいました。 

 一番大切なのは、そのやり取りをする内容を基

に、地域の方々が話し合い、具体的な解決策は地域

ＳＵＰＰＯＲＴ ＮＥＷＳ 

当事者とご家族が調整会議に参加 

盲導犬ユーザーの会長 
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の方々で決めていただくこと。私たち行政は、それ

をサポートすることです。皆さんが話し合って決め

たこと、具体的には、「なるべく家族の人と一緒に

過ごせることがいいよね。個室が必要ですよね」と

話し合われた後に開催された避難所運営訓練の中で

は、この方のことは別対応との記録から、受付後す

ぐ個別に、別室に案内して対応していただくことが

できました。 

 この訓練でも大切にしてるのは、多くの人に関

わっていただくことです。地域の方が400名ぐらい

参加しますが、その

中には、「この対応

がきちんとできてい

る か ど う か」、

「もっとこうした方

が い い ん じ ゃ な い

か」という助言も含

め、支援対応の評価

者（ビブスを着ている人）として、福祉施設の職

員、県内社会福祉協議会の職員、大分県の職員、福

岡市の職員にも来てもらいました。地域には高齢者

が多いので、 PTA 連合会に働きかけて、子育て世

代にも参加していただいております。 

 今は、ステッ

プ1からステップ

6まで繰り返しな

がら、個別の計

画を作っている

ところです。こ

れが、その作ら

れた内容の帳票

です。その人の

生活がわかるよ

うに、そして必

要な困りごとの対応だったり、持ち出し品はこうい

う物ですよ、という、この方を移動させるために必

要なものと、避難するために必要なものが書いてあ

ります。障がいが何級だとかそういうことは、一切

必要ないんです。地域の人にとって必要なのは、

「どのように移動させることが必要なのか」という

情報と、逃げるときに持っていかなければならない

ものだけでよいので、そういう内容を計画にしてい

ます。 

 それから、支援される方も、支援されるだけの立

場ではなくて、自分たち、当事者、ご家族も、「自

分たちができることは何なのか」ということをきち

んと理解していただく。そして、いざという時に

は、「周りの方には、こんなことを支援してもらい

たい」ということが、ちゃんと伝えられるように、

そのためには日常から周りにいる人との関わりを積

極的に行いましょう、という同意書にもなる確認書

をいただきながら、皆さんたちと進めています。 

 多くの関係者と協議をしながら決めていくこと。

そして、安心して、安全に暮らし続けられる地域づ

くりと、人づくりが大切です。 

 災害の対応だけを行うのでは、災害時に周りの

方々には助けていただけないので、その日常の暮ら

しを支えるところも作っていく。それが誰一人取り

残さない防災につながっていくと思います。  

 多くの関係者を巻き込んでいくためには、何度も

足を運び、内容を理解していただく、そのために行

政は、最初に、怒られながらでも何度も何度も足を

運んで、了解をいただいていく。各関係機関に了解

していただくということを行いました。これを続け

ていくこと、そして行政が真剣に、この取り組みを

やってるんだっていうことを理解していただかない

と、地域の人たちに、なかなかサポートしてはいた

だけません。何かを上から押し付けるような話の内

容のやり方では、皆さんたちが一緒にやってはいた

だけないので、一緒に汗をかく、そして、皆さんた

ちが本当に不安に思っていることをどう解決してい

くか、その解決する手立てを一緒に考えていくって

いうことが必要なのかなと思っています。私から

は、一旦ここまでにしたいと思います。 

 

川北：さらっと説明していただきましたが、ものす

ごく大変なことを着実に積み重ねてこられたからこ

そ、ここまでできていらっしゃるんですよね。 

 個別支援計画を作ることは、プロがお仕事として

やれますが、早い段階から地域住民の方々と共有し

ていくときに、元々ご本人にもご家族にも、地域の

方々と連携して災害の備えをやっていきたいという

意思があったわけではない。そのとき、どう最初の

働きかけをされたか、きっかけづくりについてお聞

きします。 

 

村野：サービス等利用計画を作成している相談員や

福祉の専門職の方は、日常から当事者の方が信頼を

置いている方ですから、その方々が「何かあった時

に私たちは助けに行けないんです。日常は何かあっ

た時に助けられても、災害時には私たちは助けに行

けない。そうすると、地域の方々に助けていただか

ないといけない」ということを、真摯にご本人さん

やご家族の方に、お伝えしてくださっているという

のは大きいと思います。それが、当事者ご本人やご

家族の方々が、より一歩前に踏み込もうと思ってく

ださっていることかなと思います。  

 

川北：地域からすると、「なんでこんなことしな

きゃいかんのか」という声もありましたよね。で

も、行政として手をこまねいていくわけにはいかな

い。次の一歩を行政の側から踏み出す時に、当事者

ステップ1からステップ6の帳票 

ビブスは支援対応評価者 



６ 

の存在について、地域の方たちにわかってもらう、

共有してもらう機会を作る際に、心がけていたこと

があったら教えてください。 

 

村野：私が、当事者の方々への説明のため、昼夜関

係なく、いつもいつも地域に出向いていっている姿

を地域の人は見ているわけです。自治会には、「あ

の人がまた来てるよ」という情報がどんどん入って

くるわけです。「今回は違う、俺たちが行けないよ

うな当事者のところまで、あいつは行っている。だ

から俺たちはこれをちゃんとやらないといけないん

だ」というようなことを、1年ぐらい経ってから自

治会長さんが、私に教えてくださいました。こうい

うことだと思います。 

 

■地域の子どもに社会資源をつなぐ 
 

川北：次は、栗林さんにお聞きします。地域の人た

ちには、ただプレーパークだけやりたい人もいる

し、食堂だけやりたい人も当然いるわけですよね。

その方々も輪の中に入って、ホームスタートなどで

そのご家庭に行く、また、WAKUWAKUホームを作ると

いうことは、リスクや課題を抱えていらっしゃるご

家庭のことを引き受けて、そのお子さんたちを一時

預かりする、しかも夜に、ということですよね。地

域の方々が「そうだね、じゃあ一緒にやろうかし

ら」という理解して参加してくださる、その背景に

何があるのですか。 

 

栗林：一時保護で、親と離れて連れて行かれて、2

カ月すごく大変な思いをして、「もうあそこは二度

と行きたくない」と言う子どもの声を聞いているわ

けです。そうすると、本当は本来そこまでできるこ

とではないかもしれないんですけども、やはり地域

で何とか体制をとって、「この子を地域で育てた

い」というような、人がつながることによって、一

人じゃ思いもつかないようなやっぱりことをコミッ

トしたりとかですね、みんなで責任をちゃんと引き

受けようということになっていくんじゃないかと思

います。 

 

川北：特定の人が自分の動機を伝えるだけじゃな

く、そこに子ども自身の声があり、つまり、当事者

のことをちゃんと丁寧に聞き出す人がいる、という

ことですね。 

 通塾費用を都が出す制度はありますが、結果とし

て高校に行かなかった場合、返還しなきゃいけませ

んよね。そのお金を準備したというお話をうかがっ

たことがありますが、その巻き込みがすごかったな

と思うんです。その話をしていただいてもいいです

か。 

 

栗林：最初に関わった一人の少年が、社協から20万

円お金を借りて、入学できなくて親御さんが返せな

ければ、申請を手伝った私が、保証人として返さな

きゃいけないということになりました。それを、一

緒に学習支援に関わっている仲間と、4万円ずつ分

け合って負担しようかとかも考えたのですが、その

仲間が大学生で、そこには負担させるわけにはいか

ないということで、地域の私の知り合いとか、この

方なら話を聞いてくれるだろうというところを、ピ

ンポイントで、「支援のカンパをして欲しい」、

「地域の子どもたちのために支援のカンパをしてほ

しい」と話したところ、「この街に困っている子ど

もがいるんだとしたら、私も協力する。その申込書

を私に5枚ちょうだい、私がまた千円を集めてく

る」というように、みんな思いがつながっていたん

ですね。 

 結局、彼は高校に合格しました。お金を集めたか

らには、ちゃんと受験サポートの説明会をしようと

いうことで、皆さんに、受験の後集まってもらいま

した。その仲間が、WAKUWAKUネットワークの最初の

つながりです。その時に、多くの方たちが、その

たった一人の少年に「頑張ってね」という声を、

「応援してるね」という声をかけただけなんですけ

れども、その少年は、その時に「今まで一生で、一

番嬉しかった」と言ってるんですね。貧困っていう

問題は、経済的な部分のサポートとか制度によっ

て、そこの補いも必要ですが、同時に、その子ども

にいろいろな社会資源をつなぐことが、貧困の連鎖

を切る一番の方策なのかなと思うと、これはやっぱ

り地域でやっていくことなんじゃないかなと思いま

す。 

 

川北：ニーズを共有して、わかってくださった方に

広がって、ご本人も頑張って、報告会もされたんで

すよね。そこでそのお金、ふつうは、使い道がなく

なったら返そうという話になりますよね。 

 

栗林：報告会で集まった皆さんに、「どうやら厚労

省が、子どもの相対的貧困率7人に1人という発表し

たらしい。彼と同じように、見かけではわからない

けれど、お金の心配をしない日は一日もないという

子どもが、このまちにもっといるんだとしたら、私

たち大人はつながって、とにかく何ができるかを考

えましょう」と言ってできたのが、WAKUWAKUです。

その時点では、何もできてないので、その後、先駆

的な事例の話をみんなで聞こうとか、学生がそこに

体験に行ってもらって、学生にその話を聞いたりと

かするうちに、今、全国にあるらしいから、大学生

が中心に、行ってるらしいから、私たちも地域で学

習支援を始めようよ。真似して、小さくてもいいか

らまずはやってみよう、1回やってみようというこ

ＳＵＰＰＯＲＴ ＮＥＷＳ 
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とを繰り返してきました。 

 

川北：個人のために、個人の連合体でやることは、

人間的な信頼関係からスタートすればいいから、し

んどいけれど、ある程度まではできる。だけど、そ

こに、行政や企業を巻き込むとなると、組織に納得

してもらわなきゃいけない。そこの工夫をお聞きし

ます。 

 

栗林：そういうことが大切なんだと実感しているの

は、本当ここ1、2年です。それまで、企業さんと

は、「一緒にやりましょう、楽しいですよ」、みた

いな形で巻き込んできたのですけれど、行政とパー

トナーシップを組むということ、行政が信頼して私

たちを紹介するということは、私たちは最低限守ら

なくてはいけない衛生管理とか、安全管理とか、お

金の使途とか、そういうことは明確にしなくてはい

けない、そうしなければ逆に行政が困るよ、という

ようなことに気をつけるようになりました。 

 WAKUWAKUの中には、パートナーシップの一人とし

て弁護士さんも活動しているので、WAKUWAKUホーム

をやるときに、ここはちゃんと押さえなくてはいけ

ない、個人情報のここは押さえなきゃいけないとい

う、私たちの足りないところを埋めてくれて、それ

がまた、一緒にやっていく信頼関係になっていきま

した。 

 

■協力してほしいことを説明し、“合意”してもらう 
 

川北：村野さんにも、そのパートナーシップについ

てうかがいます。村野さんは、別府市の職員として

の立場と、別杵速見実行委員会の実質上の構成メン

バーの立場があって、その2つの立場を上手く使っ

てらっしゃる。しかし、先ほどの町内会や、その地

域の個人で、組織に所属していらっしゃらない当事

者の方々にも、信頼されなきゃいけないという時、

最終的には、個人と個人の関係に帰着します。行政

や町内会、あるいは福祉の施設といった組織として

の合意をとっていく時に、工夫していらっしゃるこ

とを、教えてもらっていいですか。 

 

村野：組織としての合意という点では、自治会連合

会だとか、民生委員さんの会とか、福祉施設の責任

者の会とか、組織はいろいろありました。この問題

をきちんと解決していくためには、別府市として、

多くの方々の力が必要なので、「こういう協力をし

てください」ということを、具体的に皆さんたちに

ご提案をして、合意していただいてます。 

 福祉職の方々が、この人のことを何とかしたいと

思っていても、そこの管理職の方が、「仕事じゃな

いから」、「お金はもらえないんだから」、「そこ

やらないで」と言われたら、仕事としてやれないわ

けなので、「別府市として、命と暮らしを守るため

には、こういう行動が必要なんだ」ということを理

解してもらうために、組織としての合意をとりつけ

ています。 

 当事者の方々も、話し合いになれば、内容によっ

てはどうしても暴走しそうな時もあるわけです。そ

の時は、福祉フォーラムの中には、弁護士の先生や

大学の先生がいらっしゃって、世の中一般的に、こ

れはこう判断すべきだとか、これはこういうことは

わかるけどでもそこは行き過ぎているよというよう

なことを、ブレーキをかけてくださっている方々が

いらっしゃいます。弁護士の先生たちも、別府市の

障がいのある方々からすごく信頼されている方なの

で、その先生も一緒ということで、「当事者の方々

も安心してこれは進めていっていいんだよ」と、そ

れはもちろん行政もそうだと思います。 

 別府の中で、かなり有名な弁護士の先生でいらっ

しゃいますから、その先生がすることに対しては、

信頼がおけるということがありました。最初、私が

別府市に入った時には、市の職員さんからは、あい

つは何をやっているのかということで、かなりの抵

抗はあったと思います。ただ、それがうまくいった

のは、別府市が2016年の4月に受けた地震の災害対

応を、私がやっているのを見て、理解が少し進んだ

かなということありますね。 

 

川北：当事者が暴走しそうなのを抑えることになっ

た、弁護士さん（徳田靖之弁護士）がすごいですよ

ね。福祉の世界では知らない人はいないと思います

が、ハンセン病の当事者訴訟の先頭に立たれた方、

わが国における権利擁護運動のシンボルになるよう

な方が、たまたま別府にいらっしゃって、その方が

旗印になってくださっているから、行政も、徳田先

生のおっしゃることであれば受け止めるだろうし、

当事者の方々からしても、経験の豊かで落とし所が

ちゃんと説明できる先生だったのが、すごく大きい

ですね。 

 

■子どもを軸とした、持続可能な地域づくり 
 

川北：近江さんの話をうかがいますが、うらほろス

タイルというと、あの小さな町の中で、決して環境

が整っていたとはいえない組織の間の関係づくり

に、近江さんがすごく工夫と苦労を重ねられて、し

くみを育ててこられたことが、最大のポイントだと

思います。そのパートナーシップを作る際の工夫に

ついて、お話に折り込んでいただければと思いま

す。よろしくお願いします。 

 

近江：遅れて合流させていただきます。北海道十勝

浦幌町からつないでおります、近江と申します。よ

ろしくお願いします。 
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 パートナーシップは、協働という言葉に置き換え

られるかと思いますが、浦幌では、学校と地域の協

働で、ずっと子どもたちを軸にしたまちづくりを

行ってます。「学校とパートナーシップを組むのは

大変だな」とよく言われますが、「協働やりましょ

う」と言っても、協働とかパートナーシップって、

なかなか作れないんじゃないかなと思ってます。 

 誰かに言われるんじゃなく、互いの必要性の中

で、協働とか、パートナーシップというものが育ま

れてくる、言い換えれば、そのお互いでそれぞれで

完結しない関係性というか、お互いが相手をなんか

頼り合うみたいな存在というのが、パートナーシッ

プを作る上でのコツなのかなと思っています。例え

ば、学校と地域でいうと、地域のことを子どもたち

で学ぼうとした時に、学校の先生達は伝えるプロで

す。私たちもいろいろな NPO 法人を作って、自分

たちで地域のことを子どもたちに伝えようと努力し

てきたんですけども、響かなかったら子どもたちに

はそっぽを向かれちゃうんですよね。 

 学校の先生がすごいのは、伝えるというか、伝わ

る、子どもたちに主体的に伝わるやり方を持ってい

て、で、その部分で我々が持てていないところを、

先生たちが持っているなと。ただ、逆に、先生たち

もできないことがあると、感じてくれていたと思い

ます。先生たちは、十勝では、4年とか6年ぐらいで

異動します。最初は、地域のことを全然知らなく

て、ちょうどいい感じで地域を伝えようと思った

ら、転勤になってしまう。一方、我々のような地域

の様々な活動をしている主体は、地域のことをよく

知っています。先生は地域のことを知らない、我々

はなかなか子どもたちに主体的に伝わる力が持って

ない、でも、先生たちは持っている、互いができる

ことを持ち合う、もしかしたら、逆に互いができな

いことを認め合って、依存し合うみたいな関係が協

働であり、パートナーシップの秘訣なんではないか

なと思います。 

 今回、SDGs、持続可能という一つのキーワードの

中で、私たちが大事にしている「持続可能な地域」

について、説明させてください。持続可能というの

は、次につながること。次は、子どもたちが主役の

世界です。我々世代が、地域が持続するために、次

世代人材の子どもたちに、「戻ってこい」とか、

「残れ」とか、「出ていくな」と言うのはナンセン

スです。でも、地域に子どもたちが進み続けてくれ

なければ、地域が持続しないとすれば、大事なのは

我々大人たちの意志ではなくて、次世代人材の、子

どもたちの自らの意思の中で、「住みたい」とか、

「暮らしたい」とか、「戻りたい」とか思ってもら

えるかどうかというのが、本当に持続可能な地域づ

くりのキーワードだと思います。 

 そういう思いを持って欲しいということで、学

校、義務教育って部分で、すべての子どもたちに、

学校の先生の伝える力と地域のことを知る地域住

民、我々の協働で様々な取り組み行ってきました。 

大事なのは、自ら「住みたい」、「暮らしたい」、

「戻りたい」と思ってもらえるってことを考える

と、間違いなく「地域に愛着を育んでくれるかどう

か」ということにかかってきます。 

 愛着も協働と同じで、誰かに要請されて愛着が育

まれるものではなくて、自ら地域が好きかどうかと

思ってもらえるかということが大事だと思います。 

 そのことで、浦幌の取り組みから私が学ばせてい

ただいたことを、一つご紹介させていただきます。

その地域で、親がいてお兄ちゃんがいて、いろいろ

な方たちに愛されて大事にされる、でも、それだけ

では地域の愛着は含まれません。地域は、家族だけ

ではなくて他人の集合体なのです。知り合いとかだ

けじゃなくて、他人の集合体が地域なのです。 

 その他人が、どれだけ子どもたち、次世代を大事

に思うか。言い換えれば、地域に住んでいる他人の

人たちが、どれだけ子どもたちのことを思えるか。

そのことで、子どもたちは、この地域には、親や家

族だけじゃなくて、こんなに自分たちのことを大事

に思ってくれる他人がいるんだ。地域に、信じられ

る他人がいるということが次世代人材にとって、地

域に愛着を育む大きな入り口になっているのではな

いでしょうか。 

 今、浦幌では、そういう仕掛けを学校と協働しな

がら、様々な形で取り組んでいます。浦幌町では、

小学5年生になると、全ての子どもたちが、学校の

授業の中で、地域の農林漁業者宅で一泊のホームス

テイをします。他人の家にホームステイをします。

そうすると、家族のように、お父さん、お母さん、

新しい家族ができるみたいな感じで、本当に大事に

されるんです。一瞬の出来事かもしれませんが、毎

年毎年小学5年生が、全員一泊の地域内でのホーム

ステイをすることで、この地域には自分たちのこと

を家族みたいに思ってくれる、本当に信じられる他

人がいるんだなっていうこと、うらほろスタイルの

根幹である、愛着を育む入り口になってるんではな

いかなと思います。 

 中学3年生になると、「愛着を育んだ地域のため

に、どんなことができるだろうか」というようなこ

とでプレゼン発表し、まちづくり企画発表会をしま

す。これは、町民みんなが聞きに行きます。町長も

議会の議員さんも、みんな聞きに行きます。この後

の授業でも、自分たちのことに真剣に耳を傾けてく

れる、なんか信じられる他人がこの地域にいるん

だっていうことが、地域への愛着に貢献してるんで

はないかなと思います。 

 持続可能な地域という部分と、そこの一つの鍵で

ある、地域への愛着を子どもたちが自ら育むため
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の、浦幌の取り組み、そしてパートナーシップ、協

働というものについての私がこれまで経験させてい

ただいた、ごく一部を伝えさせていただきました。  

 

川北：近江さんは、Iターンで浦幌に行き、漁師と

して仕事をされていて、うらほろスタイルを始める

時は、ほぼ何もない状態だった。たまたまPTA の役

員をしていて、そこから子どもが切り口になったこ

とと思います。子どもを中心に置くとしても、子ど

もたちが地域に触れるきっかけ作りや、1泊2日の

ホームステイをしようと言っても、学校の先生たち

だけでなく、相当な数の大人を、漁協も農協、商工

会だとか、様々な組織を口説いていく必要があった

と思います。工夫されことをお教えください。 

 

近江：たまたま、この学校の持続可能な地域をつく

るというアクションで始まった、学校と地域の協働

ということで、子どもたちが変わってきちゃいまし

た。子どもたちが本当に地域に愛着を持ち始める

と、今まで割れていた大人たちが、自分たち目線で

の発言をしづらくなってしまったという、大人が軸

になると、自分が大事だし、自分のことを考えてし

まいがちだし、いろいろなしがらみもあるし、時と

して利益みたいなところの利権みたいなことにもつ

ながりかねないと思います。けれども、その次の世

代が軸になると、大人たちって本当はまとまるんだ

なあということを、うらほろスタイルから学ばせて

いただきました。 

 逆に言うと、町づくりというのは、持続可能とい

うことを考えた時に、次の世代を軸にしてないから

まとまらないだけで、次の世代をきちんと視野に入

れたまちづくりをしていけば、割れるもの割れない

んじゃないかなと感じています。  

 

川北：この活動が、浦幌をはじめとする十勝エリア

全体に広がっていった背景には、修学旅行をはじめ

とする、浦幌町内の子どもたちのための機会づくり

を、他所にも共有できるにしようと思ったことが、

ものすごく大きかったんだと思います。ある小学校

区内完結とか、ある市の中での完結は、全国的に見

て決して珍しくない。しかし、広域でとなると、制

度上の仕組みが違うし、文

化が違うし、地理的にも離

れてるし、ということで、

本当に大変ですよね。浦幌

で始まったことを、十勝に

共有されていかれる時に、

現場の写真があったらご紹

介いただけませんか。 

 

近江：これは、畑の写真で

す。今、十勝では、大阪圏を中心に、年間2,000人

から3,000人の都会の高校生が来てくれてます。浦

幌町から19市町村に広がった取り組みでして、現在

19市町村で、約400戸の農家さんたちに取り組んで

いただいています。 

 これも浦幌と同じで、地域の農家さんたちが子ど

もたちから教えてもらうんです。自分たちにとっ

て、あって当たり前みたいなものって、なかなかそ

の価値って気づけないじゃないですか。地域の大人

たちは、子どもたちが感動する、いいと思ってくれ

るものを見ると、改めてその良さに気づかされま

す。もっと顕著なのは、都会の高校生は田舎のいろ

んなところ、例えば、土が黒いとか、空が青いと

か、夜が暗いとか、食べ物が美味しいとかというこ

とに感動します。生産者の方たちは、まあそう感じ

てる方も中にはいると思うんですけど、「みんなも

当たり前のようにやってる、自分たちの地域に価値

があるんだ」ということに、気づかせてもらうとい

うのは、こういうことが入り口なのかなと思いま

す。その気づくことが喜びになって、どんどんどん

どん輪が広がっていきました。あとは、後継者不足

で若い人たちがいない中で、若者が地域に来てくれ

る、若者から元気をもらうみたいなところが、他の

地域にも広がったきっかけかなと。 

 十勝は運が良かったのが、自治体職員の方で、町

村担当窓口になっていた方たちの中、3人ぐらいの

方が、この事業でいろんな刺激を受けながら首長さ

んになられていることもあり、どんどん広がりをみ

せるという形になったのかなと思います。 

 

川北：地域の子どもたちを担い手に育てていくとい

うことは、もちろんその地域内で完結してもいいん

ですが、「うちの町って実はこんなに魅力がある」

とか、「それが他の人たちから認めてもらえるん

だ」ということを、他の町の子どもたちに見てもら

うことも、すごく大きいですね。遠くから来た子ど

もたちが、浦幌や十勝のファンになっていく。近江

さんから見て、その力は何だと思いますか。 

 

近江：そうですね、初めはよくわかりませんでした

が、たった一泊した都会の子どもたちが、帰りに泣

くんです。ごつい体育会系の男の子とかが、おばさ

んに抱きついて泣くのを見て、「何かがおかしい

な」と思いました。都会の高校生の方が、「信じら

れる他人」とか、そういうものに顕著に飢えてい

て、農家さんを一方的に信じるんです。家族のよう

に受け入れるという環境が、都会では感じられなく

なってしまっているとすれば、そういう思春期にお

ける大事な気づきを与えることも、農村の役割なの

かなと感じています。 

 畑で焼きとうもろこし 
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川北：それをまた、その農家で育った小学生や中学

生が、見ているんですよね。そこがまた、すごいと

思います。 

 他所から来た、進学校といわれる高校の高校生

が、自分の家に来て、我が家で教わった農作業を、

お兄さんお姉さんたちに教えて、という農作業を通

じた交流を、小学生中学生が当たり前にしている。

よその体験学習とは、質的に全然違うという印象を

受けましたが、それは最初から狙ってたわけじゃな

いですよね。 

 

近江：そういう現象が起きてくる中で整理し、その

後は、コンセプトとして、それを取り入れていきま

したが、最初は全然狙ってはいませんでした。 

 

■信じられる他人 
 

川北：会場からいただいたご質問をご紹介します。 

 信じられる他人の話。まさしく、栗林さんの所も

そうだと思います。ある特定の小学校や、大人があ

る程度関与して仕組みになってるところに参加する

のはまだいいのですが、課題を抱えてらっしゃるご

家庭について、いろいろな大人が関わる時は、情報

の扱い方や、どこまで関わるのかということについ

て、決める仕組みや段取りが大変だったと思いま

す。パートナーシップは、無条件にできるとはあま

り思えません。 

 信頼できる大人・他人の輪を広げていく時に、栗

林さんたちが、大切にしてらっしゃることがあった

か教えてもらえますか。 

 

栗林：同じ価値観で、話をすることです。たぶん考

え方は相手と違うと思いますが、突き詰めて、「こ

の部分だけは同じ思いですよね」というところを探

り、そこを突いて、私は話をし、「一緒にやりま

しょう」と持っていきます。「この人は、どの価値

観で、私と共感してもらえるかな」ということを常

に探っています。 

 

川北：村野さん、信じられる他人を地域の中で広げ

ていくというのは、当然、障がい当事者やその保護

者の方々が、個別支援計画を基にして、地域の人た

ちと、災害の時ももちろん、日常でもつながるきっ

かけが、この過程を通じてできている気がします。 

 市野さんと岡本さんにも、信頼できる他人の集合

体を、パートナーシップとしてどう作ろうとしてる

のか、という知多の取り組みについて、うかがいま

す。 

 

村野：いろいろな人が、関わり合うことのできる場

面を作ってあげられるというのが、行政としては一

番の特徴だと思います。多様な人たちに声をかけ

て、集まりやすいのは、行政が声をかけた時です。 

 その時を通じて、目的に向かって、それぞれがど

んな思いを持っているのかということを共有した上

で、お互いを一旦受け入れ、どうつながり合うのか

という場面を上手に作ってあげないといけません。

いきなりその人たちだけがつながったりとかという

のは無理なので、まず行政としたら、そこをどう上

手につないでいくかということが、すごく大切だと

思っています。 

 私が災害から入る理由は、災害は究極の福祉だと

思うからです。一番大変な状況になり得る。普通何

ともない人たちも、大変な状況になったりする。そ

ういう事例を提示しながら、その時の状況を、皆さ

んたちに理解してもらうと、今までつながらなかっ

たような人たちが、わりとつながっていくことをこ

れまでに体験しています。 

 一回つながると、地域では障がい当事者の人たち

も、日常の活動に、地域の活動に、どんどん参加を

してくださるようになったという、自治会長さんた

ちからのご意見もいただきます。自治会長さんたち

や地域の人たちも、日常コンビニで会ったり、お風

呂で会ったりした時にも、自ら声をかけていくとい

う関係性が、だんだん深まり、一回そういう場を作

ると、そのあとは、皆さんたちが自分たちでつな

がっていく気がします。 

 

市野：サポートちたの諸先輩方のこれまでの関係づ

くりから思うことは、既に地域から信頼を寄せる行

政や社会福祉協議会と時間をかけ、丁寧に話をしな

がら協働を進めてきたということ。川北さんがおっ

しゃるように、得意なことを持ち寄る場をサポート

ちたが作り、利害関係者への根回しをして、準備を

進めてきたと思っています。 

 それをやってきてくださった岡本さんから、具体

的な事例を話していただきます。 

 

岡本：栗林さんの、一人の少年のために活動を始

め、関わってくる様々な地域の方の気持ちを引き出

す支援力というか、相手がこうしたい、その子のた

めに自分も力になりたいという人たちの思いや行動

を引き出していったというあたりが、この知多地域

の実践と本当につながる話だと思ってお聞きしまし

た。 

 村野さんの、「とにかく地域に出張っていく」、

「本気なんだ」、「やるぞあの人は」という見せ方

というのは、行政だったり社会福祉協議会の方だっ

たり、それから中間支援と言われる NPO のつない

でいく役割、機能については、地域や人を見極めて

いく力が必要。でも、それは最初から持っているも

のではなく、やりながら身につけていくものかなと

思ってお聞きしました。 

ＳＵＰＰＯＲＴ ＮＥＷＳ 
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 近江さんの「持続可能性というのは、次世代だ」

というのは、本当に共感いたします。 

 若者が、この地域に来て、実践している人たちに

関わると、何か心が動いて、この地域で活躍しなく

ても、自分の地域に戻っても、自分のできることや

れることやりたいことを実現していくという土壌

が、ここにはあるな、ということを、今回のお話か

ら思いました。 

 そして、パートナーシップに必要なこととして

思っているのは、機能するプラットフォームです。

特に福祉は、連携するための仕組みがたくさん作ら

れていて、制度の中でも求められています。 

 0から100歳、地域共生社会については、今年度予

算化され、重層的支援体制整備事業、手挙げ式で基

礎自治体が取り組んでいくという仕組みが動いてい

きますが、その際、これまで縦割りだったものが、

高齢者、障がい者、子ども、在住外国人、男だとか

女とかも、いろいろなこと含めて対象者別だったも

のを、取り混ぜて、その地域の課題を何とかしてい

こうというように、仕組みも変わっていきます。そ

ういった情報を共有しながら、私たちは、これから

人材育成も含めて、どんなまちを次世代に残してい

きたいのか、次世代と一緒につくりあげていきたい

のかということを考えるきっかけや、機会をたくさ

ん作っていくことが必要だと思っています。 

 

■コロナ禍の影響 
 

川北：福祉も地域も状況が変わってきてるので、進

化しなきゃいけないということですね。 

 ここで、コロナ禍の影響についてお聞きします。 

直接・対面で関係を作ってきたところ、コロナでど

のように対応の進化を求められてきたのか。これま

での半年間、どのように対応されたか。今後、気温

が下がって肺炎の人が増え、重症者の確率が高まっ

てくる、それに対する備えについて、どうしてい

らっしゃるか、栗林さんからお聞きします。 

 

栗林：突然学校が休校になったという、前代未聞の

事件が起こりました。家でご飯がちゃんと食べられ

ていない子どもたちについて、地域でわかっていた

ので、学校がなくなり、給食がなくなると、彼らは

どうなるんだっていうことで、何をしたらいいか、

動けるための根拠を作ろうということで、いつも支

援をしているひとり親家庭の方とかを中心に、アン

ケートを取りました。 

 皆さんは、給食がなくなることについてと、仕事

のことも不安を感じていました。「じゃあ、我々で

できることがあるよね」ということで、パントリー

ピックアップをやることにしました。ただ、今まで

は、1カ所に100世帯くらいの方に集まってもらい、

いろいろな食材を渡していたんですけれども、コロ

ナでそれができないの

で、地域の神社とか教

会の駐車場とかそうい

うところを地図を広げ

て探し、場所を借りら

れる所をピックアップ

しました。そして、食

材をそこに取りに来て

もらって、外でお渡し

するということを始めました。 

 ところが、4月の学校が始まった矢先に、緊急事

態宣言が出て、学校に1日たりとも行かない状況に

なってしまいました。そうすると、今度は、私たち

市民の中でも、こんな活動をしていいのか、自分た

ち自身が感染リスクを持っているということで、

やっている人たちとの価値観もどんどん離れていき

ました。 

 でも、この町には、困っている人、困っている子

どもがいる、そこをどうするということを1カ月ぐ

らい議論した末に、4月の終わりから、宅配を希望

するか、それとも取りに来てくれるかを選んでもら

うということで、この取り組みがさらに進化しまし

た。行政の施設が使えませんでしたので、一般の人

がやっている場所を借りてやってきました。 

 そうしているうちに、昼ご飯のお弁当を提供した

いという飲食店さんが現れたんです。初めは社会福

祉協議会に話がいった

んですけど、社会福祉

協議会は当然配布でき

ないので、じゃあ一緒

にやろうということ

で、行いました。豊島

区に22校小学校がある

んですね。22拠点区民

広場という行政が運営

している施設があり、地域の交流拠点となっていま

す。ただ、コロナでここは閉鎖しているので、「軒

先を貸してくれ」と行政にお願いし、毎日キャンプ

用のテーブルを持っていき、食品ロスの食材、お弁

当を子どもたちに配布しました。 

 子どもたちは、昼間お母さんがいなければ、小学

校区ぐらいしか移動ができません。移動ができない

子どもたちに渡したい。だったら、私たちが出向こ

うということで、毎日毎日弁当を配ってる間に、民

生委員の人が入り、町会の人が入り、区民広場の人

たちが理解をし、ということで、子どもたちの食の

支援と、食品ロスに関心を持つ人たちが、この間に

ずいぶん増えました。 

 私たちは、円卓会議を去年からやっています。地

域の大きい組織の会長とも、この円卓会議でつな

がっていましたので、「栗林が突飛もないこと言っ

パントリーピックアップ 

お弁当を受け取る様子 
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たので、協力した」というように、やはり人と人な

んだなということを感じています。多くの企業や、

行政の多くの課が協力しました。「自分たちはこう

いう時に何もできない、だけれども、できる市民を

応援する」という形で、信頼関係ができました。 

 さらに、これから冬に向けて、このつながりをど

う発展させていくかということが、これからの課題

だと思います。 

 

村野：行政として、このコロナで一番の問題は避難

所です。感染リスクがあるような方々は、こちらの

避難所には入っていただかないようにするというこ

とと、障がいをお持ちの方や高齢者の方が誰で、リ

スク対応がある方は、別でお部屋を準備する。 

 それから、今まで2平米だったのが4平米というこ

とで、避難所の図面を全て引き直し、具体的にどれ

ぐらいの方が入れるのかという確認をしました。通

常であれば、別府市公会堂というところは280人収

容ですが、コロナ禍であれば52人しか収容ができま

せん。その52人も、一般の避難者、ハイリスクとい

う方は、高齢者や障がいをお持ちの方々の区分分け

して、入っていただくというような形です。要配慮

者の方々には、個別計画を作る時点で、「自分たち

がどんな時に避難しないといけないのかということ

をみんなで考えましょう」というご案内をしまし

た。 

 今までのように「ちょっと怖いから避難所行きま

しょう」ではなく、「今の状況だとどうしても被害

に遭うから避難しないといけない。でも、本当に避

難所がいいのかどうか、避難所よりも安全で安心な

場所は、親戚のお宅かもしれないし、知人のお宅か

もしれない。そういう場所も皆さんたちで一度は探

していただけないでしょうか。だけど、どうしても

無理な時は、避難所、もしくはホテルなどのご手配

もさせていただきます」というお話をさせていただ

きました。 

 皆さんにお願いしたのは、「このコロナ禍は今ま

でとは違うので、なるべくご自身で自分の避難する

先、何かあった時にはどうするのかということを考

えていただきたい」ということと、「とにかく手洗

いうがい等を、きちんと皆さんたちでやりましょ

う」ということ。それで、「別府市としては、避難

所に来られたら、こういう対応します」ということ

を、動画を作って、ホームページやケーブルテレビ

などで配信をしました。これを通じて、住民の方

は、「行政がここまでやってくれているのだった

ら、私たちもちゃんと準備をしないといけないです

ね」ということで、自治会が中心になり、民生委員

さんとか相談支援専門員とか専門職の方々は、個別

に訪問することができなくなったので、チラシ配布

を行うなどの協力をしていただきました。各機関の

方々もこれに合わせて、どう対応するのかというこ

とを、みんなで協議してくださいました。 

 9月ぐらいから、個別計画について、今やろうと

思っているのは、視覚障がい者の方が、何の情報を

基に移動しようと決めるのかとか、このコロナ禍を

通じて移動する先も含めて、どういうようなマイタ

イムラインを作って、避難するのかということを具

体的に、少し事例を作ってやってみましょうという

ことで、話が進んできています。 

 

近江：修学旅行は、今年も来年もホームステイが軸

なので厳しいかなと思います。ただ、コロナ禍で逆

に新たなパートナーシップが生まれつつあるという

話を一つします。 

 地域内での集まりもしにくくなってしまった中

で、地域のシニア世代の人たちが、メディアとか見

てると、なんかオンラインでつながるらしい。で

も、自分たちは、タブレットとかスマホの使い方も

わからない。スマホとか、タブレットの使い方を、

教えてほしいというニーズが上がってきました。社

会福祉協議会とか社会教育の公民館からも上がって

きて、これは若者とか高校生と中学生がめちゃく

ちゃ得意なんです。その困ったところに、地域に愛

着を育んでくれてる、うらほろスタイル卒業生と

か、高校生がスポーンって入ってきています。コロ

ナじゃなかったら、このつながりというか、パート

ナーシップは起きなかっただろうなという、新しい

コロナがつないでくれたパートナーシップが、今生

まれる可能性が出てきたかなと思います。 

 これは、卒業した若者たちが、ちょうど今、何か

発信したいと、地域のこと発信したいということを

考えていた中で、子どもたちはメディアとか、イン

スタグラムとかを使って発信すると思うんですけ

ど、でも、自分たちは、発信する手段は長けてるけ

ども、地域のことを知らない、地域のことを知って

るのはシニア世代だ。シニア世代が持っている、地

域のいろいろな情報とか知恵を聞こうということ

で、お互いの足りないものを認め合って、補い合う

形の協働ということが、若者たちの思いとか、シニ

ア世代の困りごとみたいなところで、何か新しい

パートナーシップが、今までは手がつけられなかっ

た、地域内でのパートナーシップにつながっている

んじゃないかなと思うというか、期待してるところ

です。 

 

川北：岐阜県関市には、高校まではありますが、大

学がありません。通常なら、大学生は名古屋や東京

へ行ったりということになるのですが、ご存知のよ

うに、大学はステイホームで、授業は全部オンライ

ン。ですから、関出身の大学生が、東京の下宿をや

めて、関に戻ってきている。だったら地域に引っ張
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りだそうぜ、と。つまりステイホームのおかげで、

その若者たちの行動半径は、逆に広がっているとい

う事例をお聞きしました。 

 地域のことを発信したい若者は、スキルはあるけ

どネタがなくて困ってますが、具体的にはどのよう

に結び付けてらっしゃるんですか。 

 

近江：私が関与しているのでありませんが、おそら

く、社会福祉協議会の方が間に入っていただきなが

ら、地域の若者たちに、高齢者の方をつないでいた

だいてます。 

 

川北：大阪府豊中市社会福祉協議会、勝部さんとこ

はさすがで、社協がYouTubeのチャンネル作っちゃ

いました。ヨガ教室やお茶の教室は教室が開けない

ので、全部動画でやっちゃえということになりまし

た。機材と時間を持て余してる男性高齢者がたくさ

んいて、そういう方たちを引っ張り出してきて、結

びつけることを、社会福祉協議会が間に入ってやっ

ています。 

 岡本さん、市野さん 知多ではコロナ禍が与える

影響はどうですか。 

 

市野：ステイホームの影響は、特に、在宅で暮らす

高齢者の要介護度が進んだという話があります。市

民活動センター事業では、孤立を避けるために、オ

ンラインを使った参加の機会を作っています。 

 昨年度から、日本福祉大学の在宅医療・介護連携

のための多職種研修研究プロジェクトへ事務局とし

て参加しています。そこでは、知多5市5町の行政、

社会福祉協議会、NPOに呼び掛け、アイデアを持ち

寄る情報共有の場があります。今年度は、コロナの

影響から見える地域の状況を共有するため、保健所

や半田市社会福祉協議会の取り組みをご報告いただ

き、ニュースレターとして発行しています。 

 私たちは、昨年度から発災後も、地域で暮らし続

けるために、事業継続計画を作ろうと勉強会を始め

ました。この取り組みは、コロナから命を守るため

の対策にも応用できるとして、半田市のりんりんが

進めてくださっています。渡邉さんから、少しご紹

介いただければありがたいなと思います。 

 

渡邉：（N）りんりんの代表の渡邉と申します。り

んりんでは、昨年、事業継続計画（BCP）を作らせ

ていただきました。試行錯誤しつつ「本当にこれで

いいのか」と思いながら、（N）ボランタリーネイ

バーズさんやサポートちたと一緒に、皆さんに共有

していこうという機会も持ちました。すると今回、

コロナが半田市内でも結構早い段階で感染者が出て

しまい、現在もクラスターが2カ所で起こっている

という状況です。 

 BCPを作成したことによって、優先順位を自分の

頭の中で組み立てていく作業ができました。私ども

は、介護保険の事業所と学童保育もやっています。

どう優先順位をつけるのか。そして、事業を継続し

ていくのか、ざっくりしたものではありましたが、

BCPを作る過程が役に立ち、今のところ事業を継続

できているというのが現状です。  

 この時間を借りて、村野さんに質問してもよろし

いですか。本の中で、「災害時に慌ててほかの力を

借りようとした結果、善意ではあるものの、対応力

のない団体や個人が被災地を混乱させている場面に

も遭遇した」というところがありました。具体的な

事例があれば、教えていただきたいと思います。 

 

村野：ありがとうございます。 

 災害というのは、同じ災害はないんです。同じ水

害でも地震でも、地域によっても。同じ地域で起

こったとしても、その時の状況によって、全く違う

わけです。ですので、「この、今の状況で最善は何

か、ということを作り出せるかどうか」ということ

なんですけど、それがやっぱりできない。「前回こ

れで大丈夫だったから、この手法がいい」というや

り方を、どうしても押し付けたり…、それをやっ

ちゃう人たちが多いんです。「あの人は前回やって

上手くいったから、あの人に任せよう」と思って

も、その人は前と同じ手法でやる。でも、それはそ

の災害対応に合わない、ということが多くて、そう

いうことが結構被災地では起こっています。 

 本当にそれができる人というのは、やはり日本の

中でも少ないです。限られているんですけど、そう

いう人たちに入ってきていただかないと、自分たち

の地域の災害に合わない手法で進められてしまうと

いうことがあるので、気を付けたほうがいいです

よ、ということです。 

 水害の手法で地震をやると間違うし、水害対応し

ていた人が地震対応に入っていくと、いきなりボラ

ンティアを山のように連れてきたりする。地震が起

こったところというのは、余震があり危険だし、

入っていけないところもあるので、大量に人が来ら

れても困るわけです。逆に、水害の時は、水が引い

たら一気に片付けないといけないので、大量のボラ

ンティアが必要なわけです。そういうことをちゃん

と判断してできるような人でないと厳しいというこ

とです。よろしいでしょうか。 

 

■持続可能とパートナーシップ 
 

川北：SDGsについて、「持続可能な『発展』」では

なく、「成長」とか「進化」です。途上国の問題で

はない。潜在成長力でいえば、アジアやアフリカは

7%や10%。ところが、日本はプラス1%行けるかどう

かも大変です。世界全体で平均4%成長しているの
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に、日本はこの15年くらい、ずーっと1%前後。成長

の伸びしろで言うと、人口だけを基に考えると、世

界の方が大きくて、日本は人口減りながらもどう

やって進化していくかが問われています。 

 SDGsを採択する時の正式な文書のタイトルを、み

なさん覚えていらっしゃいますか。「私たちの世界

を変容させよう（Transforming Our World）」とい

うのが、正式タイトルです。つまり、今までの延長

線上ではダメ、特に日本のように、高齢化と人口減

少が同時に進む国なんてほぼないんだから、他所よ

りも踏み込んで考えなきゃいけない。世界にとっ

て、特に日本にとって、持続可能性とは、今までと

同じことを同じように、ではなく、人口が減って高

齢化が進む中、持続可能にしようと思ったら、進化

しつづけるしかない。 

 ですから、さきほどの近江さんの「地域に愛着」

というのも、「昔ながらのことを昔どおりやれ」っ

て言っているわけではない。今の人たちに合った方

法で、進化しながら進める必要がある。 

 サポートちたのベースがある知多市だけで恐縮で

すが、2020年を真ん中にとって、介護保険制度がス

タートした2000年から2040年までを俯瞰してみま

しょう。 

 人口は、2030年には減り始めて、2040年には今に

比べると1割減ります。ご注目いただきたいのは、

まちづくりの主役となる65歳から74歳までの前期高

齢者世代の数は、今がピークです。団塊ジュニアが

その年齢を迎える2040年には若干戻りますが、2030

年は今よりも2割ほど減る。一方で、85歳以上はお

よそ4人に1人が要介護3以上ですが、今後20年間で2

倍になります。つまり、このままいくと、介護負担

は2倍になるのに、まちづくりの主役は2割減り、そ

の後若干戻ってきたり…。 

 今は、前期高齢者14人で85歳以上4人を支えれば

いいんですが、2030年になると11人で6人を支えな

きゃいけなくなります。人口総数も 83,000人が

74,000人に減って、85歳以上は2,900人から6,300人

へと2倍以上になる。だから介護予防は、今までと

同じペースじゃ全然間に合わない。町内会長や民生

委員の主力の主力となる前期高齢者が今の12,000人

弱から9,000人まで減って、10,000人強まで戻って

くる、という予測です。今申し上げたような変化

を、例えば浦幌町では、今まで60年間ぐらいかけて

経験してきたんです。過疎や少子化が、先に起きて

きた山間部や沿岸部では、戦後60年かけて経験して

きたことを、知多はこれから わずか20年とかで経

験することになります。その備えができているかが

ポイントです。 

 もう一つ気になっているのが、空き家です。今、

9軒に1軒しかありませんが、このままのペースでい

くと2040年では5軒に1軒が空き家になります。今、

75歳以上の後期高齢者の方は、人口の7人に1人、高

齢化率でいうと全国平均とほぼ同じです。しかも、

高齢化するのは人間だけじゃなくて、ハコモノやイ

ンフラも高齢化します。 

 「後期世帯率」とは、75歳以上の一人暮らし、ま

たは二人暮らし世帯が全世帯に占める比率ですが、

20年前は40軒に1軒、今10軒に1軒、これが2040年に

なると6軒に1軒までいきます。2020年から2030年ま

での10年間に、300人ほど要介護3以上の人が増える

と見込まれますが、知多市が税から操り出さなきゃ

いけない金額は、1億5,000万円を超えます。これは

税収でまかなわなきゃいけないのですが、個人所得

からまかなうとすると、25億円税収を増やす必要が

あります。これは、正規雇用でいえば400人分増や

さなきゃいけない、ということです。さすがに無理

でしょう。だからこそ、介護予防は、今まで以上に

加速度的にやんなきゃいけない。しかも、後期高齢

者の一人暮らしは1,900人、今後10年間で2,600人に

増えます。この2020年の1,938人のうち554人がおじ

いちゃん、1,383人はおばあちゃんです。つまり、

後期高齢者一人暮らしのおよそ4人に3人は女性で

す。だから後期高齢者一人暮らし問題は、ほとんど

おばあちゃんの一人暮らしをどう支えるかという問

題です。 

 おばあちゃんの一人暮らしが、おじいちゃんの一

人暮らしと決定的に違うのは、運転免許の保有率で

す。おじいちゃんはおよそ6割が運転免許を持って
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います。ところが、おばあちゃんは10人に1人しか

免許を持っていらっしゃらないんです。ですから、

日本がこれからも「運転免許がないとクルマに乗れ

ない国」であり続けるほど、おばあちゃんの一人暮

らしは困窮を深めます。 

 マイナンバーカードに健康保険と診察券のデータ

が入れば、病院の予約の時間が近くなったらスマー

トホンのアラームが鳴って、ソーラー発電を充電し

た電動車にスマホとカードをセットしてドライブア

シストで病院に向かう。そのおばあちゃんのクルマ

が来た時に、信号に設置したETCで周辺のクルマに

シグナルを送る、といった運転支援システムは、す

でに技術的にできています。なので、トヨタやデン

ソーに、僕がお願いしてるのは「世界で最も高齢者

のためのモビリティサポートができる国になれば、

おばあちゃんの一人暮らしはそんなに深刻に困るこ

とはない。世界の課題のフロンティアなんだから、

その課題解決に事業で挑むことが、SDGsだ」と。 

 しかし、そのテクノロジーだけで全てが支えられ

るわけではありませんから、近江さんもおっしゃっ

てくださったように、信頼される他人の集合体が、

子どもたちのためにも高齢者のためにも大事なんで

すね。  

 最後に短くまとめのコメントいただきます。 

 

栗林：これまで活動してきて、プレーパークの時は

仲間が全く一人もいなかったんですね。そこでやっ

ぱり、つながることというのは、自分たちの力をす

ごく大きくするんだなと思うと、やはりパートナー

シップを組んで、全てのことを考えるというよう

な、その一人ひとりの認識っていうのをどう作って

いくのかというのは、これから私の課題でもあるの

で、今後もいろいろ共有させていただきたいと思い

ます。どうもありがとうございました。 

 

村野：被災地で被災された方々の生活支援をする中

で、「被害に遭う人や困っている人たちを何とかし

たい」と思うところからスタートしていますが、こ

の活動を通じて思うことは、災害っていろいろな活

動をしている人の全てがダメージを受けますよね。

環境問題に取り組んでいる人にしても、企業の方

も、様々な方々がダメージを受ける。災害対応を

やっぱり目的にしながら、いろいろな人がつながる

ことによって、より良い社会が作れるんではないか

と思っています。 

 なかでも、私が一番大切にしているのは、特に障

がい当事者の方々が前面に出て、自分たちの立場か

ら伝え、活動にやりがいを感じ、「自分たちのこと

を伝えることによって、すべての人の暮らしがよく

なるんだ」ということが多くの人に伝わればいいか

なと思います。 

 先ほどのコロナの話で付け加えると、コロナ禍の

中で、一番パートナーシップができたのは、市役所

内部の職員です。避難所対応に向けて、職員全員が

どう対応するのかということを、本当に全ての課の

職員が、市民を守る行動に向けて、全勢力を注ぎま

した。 

 いろいろな所でのパートナーシップを、自分が作

り出せるような人間になり、なおかつ、その後引き

継いでいく人をどう育てていくのかということが、

私のこれからの一番の課題かなと思っています。本

日は参加させていただき、ありがとうございまし

た。 

 

近江：皆さんの話をうかがう中で、改めて、この持

続可能な地域づくり、社会づくりに向けて様々な主

体がパートナーシップを組んでいかなきゃならない

のかなと思いました。そこに向けて、必要な課題解

決を行っていくと、課題解決は我々世代で閉じるこ

となく、さらに20年、30年、50年、人口減少社会ま

だまだ加速していくとすれば、次の世代も当然課題

解決を行っていかなければ、さらにその次の世代に

も引き渡せていけないのかなと思います。 

 そう考えると、なんか我々世代が「大変だ大変

だ」という姿をあまりにも見せつけてしまうと、次

の世代はきっとやりたいこととして、課題解決をと

らえていただけないのではないかなというようにも

感じました。 

 コロナも大変なことには変わりないんですけど

も、何か見方を変えて、その中での対応の仕方の中

に、一部でも何か我々がワクワクしながら課題解決

に挑む姿を示せれば、次の世代も課題解決すること

は楽しいことだと、自分たちもやりたいと、きっと

つながっていくんではないかなと改めて思いまし

た。本日はありがとうございました。 

 

川北：ありがとうございました。市野さんから、締

めくくりのご挨拶をお願いします。 

 

市野：日々の暮らしの変化に柔軟

に対応され、工夫を重ねて来られ

たお話を今日、この場でおうかが

いすることができたことは、私た

ちの財産になると思います。 

 お三方のお話から、人が育つ環

境は変えられると確信しました。

これからの社会を支える子どもや

若者そして障がいがあっても、高齢になっても

「『自分は、恵まれた環境で育つことができて幸せ

だ』と言えるような社会を作っていきたい」と、改

めて思いました。 

 本日はどうもありがとうございました。 

代表の挨拶 



■介護職員初任者研修（通信）講座 
 

第14回「介護職員初任者研修（通信）講座」を開講する。 
 

〈日程〉開講式 10月26日（月） 

         研修期間 10月30日（金）～12月17日（木） 

              12月18日（金）～12月24日 (木) 

                       （1日施設実習あり） 

         修了式 12月25日（金） 

〈場所〉（認N）ネットワーク大府 研修室 

〈受講料〉50,000円（税別） テキスト代4,000円（税別） 

〈募集締切〉10月24日（土） 

〈問合・申込〉（認N）ネットワーク大府 （担当：豊田） 

        ☎0562-44-3735 

        住所：大府市森岡町一丁目30番地 

※第22回「行動援護従業者養成研修講座」は、11月下旬 

   開講予定 

 
■重度訪問介護従事者養成研修 
 

「重度訪問介護従事者養成研修」を開催する。3日間の研

修（座学・実習）で、資格が取れる。肢体不自由者等障がい

者・障がい児の、自宅での手伝いや、外出時の手伝いを行う

ための資格。福祉の仕事に興味がある方、障がい者福祉の

第一歩として、基本的な知識・技術・心を学ぶことができる。 
 

〈日時〉11月1日（日）、8日（日）、15日（日） 

          9：00～18：00 

〈場所〉（N）チャレンジド 

〈受講料〉20,000円（※20時間当法人でヘルパー業務に従 

            事した場合、免除制度あり） 

〈募集締切〉10月27日（火） 

               ※新型コロナウイルス感染症の状況により、中止 

                  または、人数制限をする場合がある 

〈問合・申込〉（N）チャレンジド（担当：鈴木） 

         ☎0569-87-6727 

                 住所：美浜町大字奥田字儀路272 

                メール：npochallenged@y2.dion.ne.jp 

 

■子育て支援に力を貸してもらえませんか？ 

   保育園施設長、学童指導員募集 
 

「こんな保育をして、子どもたちを育ててみたい！！」という強

い思いのある、保育園の施設長や、学童保育を中心となっ

てやる意欲のある方を募集している。まずは、お電話を。 
 

〈問合〉（N）プレママクラブ （担当：石川裕子） 

         ☎0569-29-0810 

         住所：半田市亀崎大洞町5-9-2 

         HP：http://premamaclub.com/ 

 
■新年度採用スタッフ募集！ 
 

世の中になくてはならない仕事を、前向きに取り組んでいくこ

と。そのことが、私たち一人一人に問われている。地域の課

題に目を向け、出会いや気づき、対話を大切にし、仲間を作

り、つながり合って、必要な仕組みを創っていく。そんな地域

福祉を進めていく人材を募集している。ZOOMでの面談も対

応可能。まずは、お問い合わせを。 
 

〈問合・申込〉（N）ゆめじろう（担当：出口、小藤） 

                 ☎0569-72-2963 

                 住所：武豊町大字富貴字外面85-2 

                 メール：yumejirou@dune.ocn.ne.jp 

                 HP：http://yumejirou.or.jp  

※中途採用も行っている。正規職員・パート職員・学生アル 

   バイト 

 
■手づくりカフェ Ada-coda 営業再開！ 
 

 新型コロナウイルス感染症対策を

して、手づくりカフェAda-codaは、9

月から営業を再開。「おやこdeラン

チ」が楽しめる、「にじいろ食堂」さん

や、南インド料理の「すぱいすキッチ

ン」さんなど、新しいシェフさんも加

わっている。（担当：安藤、幸前） 

〒478-0047 愛知県知多市緑町12-1 

                   知多市市民活動センター1階 

 TEL 0562-33-1631 FAX 0562-33-1743      

 メール spchita@ams.odn.ne.jp 
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◆地域福祉サポートちた 

HP：cfsc.sunnyday.jp/ 

FB：facebook.com/sapochita/ 
 

◆手づくりカフェAda-coda 

HP：cfsc.sunnyday.jp/01-adacoda/ 

FB：facebook.com/Adacoda.cafe/ 

会員さんなどから集まる情報をお知らせします。お気軽に情報をお寄せください。 

サポちた インフォメーション 

http://premamaclub.com/

